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・説明に使用する数値は原則として単位未満を四捨五入しております。・説明に使用する数値は原則として単位未満を四捨五入しております。・説明に使用する数値は原則として単位未満を四捨五入しております。・説明に使用する数値は原則として単位未満を四捨五入しております。
・また、・また、・また、・また、当社独自商品の自動車保険「も当社独自商品の自動車保険「も当社独自商品の自動車保険「も当社独自商品の自動車保険「もどどどどリッチ」の払戻充当保険料を控除した数値を記載しております。リッチ」の払戻充当保険料を控除した数値を記載しております。リッチ」の払戻充当保険料を控除した数値を記載しております。リッチ」の払戻充当保険料を控除した数値を記載しております。

　２００４年度の中間決算と通期予想についてご説明いたします。

（なお、本説明では、当社独自の自動車保険「もどリッチ」の払戻充当

　保険料を控除した数値を使っております。）

【予想および見通しに関する注意事項】
本資料に記載の内容のうち、歴史的事実でないものは、三井住友海上（以下、当社）の将来に関する
計画や戦略、業績に関する予想および見通しであり、現時点で把握可能な情報から得られた当社の
判断に基づいています。実際の業績は、さまざまな不確定要素により、これらの業績見通しと大きく異
なる結果になり得ますことをご承知おき下さい。
実際の業績に影響を及ぼし得る要素には、(1)事業領域を取り巻く経済動向、(2)保険業界における
競争激化、(3)為替レートの変動、(4)税制など諸規制の変更、などを含みます。

【予想および見通しに関する注意事項】
本資料に記載の内容のうち、歴史的事実でないものは、三井住友海上（以下、当社）の将来に関する
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判断に基づいています。実際の業績は、さまざまな不確定要素により、これらの業績見通しと大きく異
なる結果になり得ますことをご承知おき下さい。
実際の業績に影響を及ぼし得る要素には、(1)事業領域を取り巻く経済動向、(2)保険業界における
競争激化、(3)為替レートの変動、(4)税制など諸規制の変更、などを含みます。
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はじめに２００４年度中間期の実績数値についてご説明します。

正味保険料については、自賠責の政府再保険廃止に伴う増収効果を除く

ベースで、１．１％の増収となりました。

種目別には、自動車保険で▲１．０％の減収となりましたが、その他の全ての

種目で増収を確保しています。

自動車保険は、主力商品「ＭＯＳＴ」の拡販で契約台数を伸ばしましたが、

料率等級の進行や自動車の買換需要が伸びないことなどから、保険料単価

が低下傾向にあることが減収の要因です。

火災保険は、個人向けの主力商品「ホームピカイチ」の販売が好調だった

こともあり、１．１％の増収です。

海上保険は、中国関連貿易を中心に、荷動きが活発であったことなどから、

８．２％の増収しました。

傷害保険は、昨年ＳＡＲＳやイラク戦争で落ち込んでいた海外旅行傷害保険

が回復基調にあることや、昨年発売を開始した終身型医療保険「ＶｉＶ終身」

が寄与して、３．３％の増収しました。

その他の保険では、賠償責任保険を中心に、３．８％の伸びとなっています。
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当中間期の当中間期の当中間期の当中間期の 55.2％は、自然災害の影響で％は、自然災害の影響で％は、自然災害の影響で％は、自然災害の影響で
前中間期から前中間期から前中間期から前中間期から 0.5ポイント上昇。ポイント上昇。ポイント上昇。ポイント上昇。
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次に正味損害率ですが、当中間期は５５．２％と前中間期対比で

０．５ポイント上昇しています。

自然災害による保険金支払が昨年に比べ増加したことから、

支払保険金は前期比約７０億円増加しましたが、

保険料の増収に支えられ、損害率は若干の上昇にとどまりました。

　　

なお、自然災害の影響を除いて比較しますと、前期比▲０．５ポイントの

改善になります。
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続いて、正味事業費率は３３．５％で、前中間期に比べて▲１．０ポイント

改善しました。内訳は、手数料率で▲０．２ポイント、保険引受社費で

▲０．９ポイントの改善になります。

損害調査費を含めた社費総額につきましては、前期から▲４９億円の削減

を行いました。

内訳は、人件費で▲８億円、物件費で▲４０億円です。

人件費の減少は、制度改定に伴う退職給付費用の減少および要員削減

によるものです。

物件費の減少は、統合後のシステム開発案件が一段落したことや、

新規購入の抑制により減価償却費が減少したことが主な要因です。
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以上の結果、損害率と事業費率を合算した、コンバインド・レシオは、

８８．７％と、前中間期対比で▲０．５ポイント改善しました。
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自然災害の影響で、前中間期から大幅に減益、赤字に転じる。自然災害の影響で、前中間期から大幅に減益、赤字に転じる。自然災害の影響で、前中間期から大幅に減益、赤字に転じる。自然災害の影響で、前中間期から大幅に減益、赤字に転じる。
自然災害　：　前中間期自然災害　：　前中間期自然災害　：　前中間期自然災害　：　前中間期 64億円→当中間期億円→当中間期億円→当中間期億円→当中間期 645億円億円億円億円

（億円）（億円）（億円）（億円）

一方、 保険引受利益は、自然災害の影響で前中間期に比べて

約６００億円減少し、マイナス２３７億円となりました。

当期は、台風１８号をはじめ、例年になく多くの台風が上陸し、 中間期

までに発生した自然災害に係る保険金支払見込額は、 ６４５億円に

のぼり、前中間期に比べて５８１億円増加しました。



200４年度第2回インフォメーション・ミーティング
（2004年12月2日）

7

268268268268

331331331331

244244244244

305305305305

238238238238

289289289289

0000

200200200200

400400400400

600600600600

800800800800

2002中間2002中間2002中間2002中間 2003中間2003中間2003中間2003中間 2004中間2004中間2004中間2004中間

ネット一般利配収入ネット一般利配収入ネット一般利配収入ネット一般利配収入 積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替

利利利利利利利利        息息息息息息息息        配配配配配配配配        当当当当当当当当        金金金金金金金金        収収収収収収収収        入入入入入入入入
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 グロスグロスグロスグロス利配収入は前中間期利配収入は前中間期利配収入は前中間期利配収入は前中間期対比対比対比対比 ▲▲▲▲22億円億円億円億円減少。減少。減少。減少。
 ネットネットネットネット一般利配収入一般利配収入一般利配収入一般利配収入もももも ▲▲▲▲6億円億円億円億円減少。減少。減少。減少。

599599599599
（億円）（億円）（億円）（億円）

549549549549

グロス利配グロス利配グロス利配グロス利配収入収入収入収入

527527527527

資産運用面では、引き続き低金利の厳しい運用環境の中、

グロス利配収入は５２７億円と前中間期対比で▲２２億円減少

しましたが、

ネットでは、積立保険料等運用益の繰入負担の軽減もあって、

２３８億円となり、前中間期対比▲６億円の減少にとどまりました。
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有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損
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 前中間期の前中間期の前中間期の前中間期のETFの反動で、売却益はの反動で、売却益はの反動で、売却益はの反動で、売却益は 606億円の減少。億円の減少。億円の減少。億円の減少。
評価損は前中間期とほぼ同じ。評価損は前中間期とほぼ同じ。評価損は前中間期とほぼ同じ。評価損は前中間期とほぼ同じ。

（億円）（億円）（億円）（億円）

キャピタル損益面では、前中間期に保有株式をＥＴＦに拠出した

ことに伴う有価証券売却益６６０億円を含め、ネット７７４億円の

売却益を計上していましたが、当中間期は１６７億円にとどまった

ことから、前中間期に比べ６０６億円減少し、経常利益の減益要因

となりました。

　

なお、政策株式の売却については、通期で時価ベース５００億円の

売却計画としていますが、中間期までに約３４０億円の売却を実施

済みです。
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9999

特特特特特特特特        別別別別別別別別        損損損損損損損損        益益益益益益益益

２００３中間２００３中間２００３中間２００３中間 ２００４中間２００４中間２００４中間２００４中間

減　損　損　失減　損　損　失減　損　損　失減　損　損　失

上　記　以　外上　記　以　外上　記　以　外上　記　以　外 ▲４７億円▲４７億円▲４７億円▲４７億円

特別損益合計特別損益合計特別損益合計特別損益合計 ▲７８億円▲７８億円▲７８億円▲７８億円

ーーーー

減損会計の早期適用により、減損損失減損会計の早期適用により、減損損失減損会計の早期適用により、減損損失減損会計の早期適用により、減損損失 ▲▲▲▲108億円を計上したが、億円を計上したが、億円を計上したが、億円を計上したが、
代行返上益代行返上益代行返上益代行返上益 406億円で、ネット億円で、ネット億円で、ネット億円で、ネット 330億円の利益。億円の利益。億円の利益。億円の利益。

▲１０８億円▲１０８億円▲１０８億円▲１０８億円

６５億円６５億円６５億円６５億円

３３０億円３３０億円３３０億円３３０億円

価格変動準備金関係価格変動準備金関係価格変動準備金関係価格変動準備金関係 ▲３２億円▲３２億円▲３２億円▲３２億円 ▲３３億円▲３３億円▲３３億円▲３３億円

厚年基金代行返上益厚年基金代行返上益厚年基金代行返上益厚年基金代行返上益 ーーーー ４０６億円４０６億円４０６億円４０６億円

特別損益については、「固定資産の減損会計」を早期適用したことにより、

減損損失　１０８億円を計上しましたが、厚生年金基金の代行返上に伴う

特別利益４０６億円を計上したことなどから、特別損益合計では３３０億円と

なり、前中間期に比べ４０８億円の改善となりました。

なお、減損会計の早期適用にあたり、資産のグルーピングについては、

保守的な観点から、５０％以上賃貸に供している投資用不動産はすべて、

「個別」　に減損の要否を判定することといたしました。

　

また、使用価値算出時に用いる割引率は、不動産投資のハードルレート

である６．２％を使用しています。
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10101010

経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益

450450450450
299299299299

477477477477
324324324324

1,2941,2941,2941,294

792792792792

1,6661,6661,6661,666

730730730730

106106106106
269269269269

0000

600600600600

1,2001,2001,2001,200

1,8001,8001,8001,800

2002中間2002中間2002中間2002中間 2002期末2002期末2002期末2002期末 2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間
経常利益経常利益経常利益経常利益 当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

 自然災害の増加と前期の自然災害の増加と前期の自然災害の増加と前期の自然災害の増加と前期の ETFの反動により、の反動により、の反動により、の反動により、
経常利益・中間純利益とも減少。経常利益・中間純利益とも減少。経常利益・中間純利益とも減少。経常利益・中間純利益とも減少。

（億円）（億円）（億円）（億円）

以上の結果、経常利益・中間純利益とも、前期に比べ大幅に減少しました

が、優良なポートフォリオが生み出す利息配当金収入が当社の安定した

財務基盤となっていることから、多額の自然災害の発生にもかかわらず、

相対的に高い経常利益を確保することができた と考えています。
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業績予想業績予想業績予想業績予想業績予想業績予想業績予想業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆前提条件前提条件前提条件前提条件前提条件前提条件前提条件前提条件◆◆◆◆◆◆◆◆

為替（円／ドル）為替（円／ドル）為替（円／ドル）為替（円／ドル） 105.7105.7105.7105.7円円円円

2003200320032003年度年度年度年度
通期実績通期実績通期実績通期実績

111.1111.1111.1111.1円円円円

2004200420042004年度年度年度年度
中間中間中間中間実績実績実績実績

金利（金利（金利（金利（10101010年国債）年国債）年国債）年国債） 1.1.1.1.13131313％％％％ 1.621.621.621.62％％％％

株価（日経平均）株価（日経平均）株価（日経平均）株価（日経平均） 11,71511,71511,71511,715円円円円 10,82410,82410,82410,824円円円円

＊＊＊＊    為替為替為替為替・株価：期末日現在・株価：期末日現在・株価：期末日現在・株価：期末日現在

金利　　金利　　金利　　金利　　        ：期中平均（予想は下期平均）：期中平均（予想は下期平均）：期中平均（予想は下期平均）：期中平均（予想は下期平均）

110110110110円円円円

1111.70.70.70.70％％％％

12,12,12,12,000000000000円円円円

2004200420042004年度年度年度年度
通期予想通期予想通期予想通期予想

11111111

ここから、今年度通期の業績予想についてご説明いたします。

予想の前提条件については、為替、金利、株価ともご覧頂いているとおりです。
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6,0546,0546,0546,054

12,02612,02612,02612,026

6,1196,1196,1196,119

12,16012,16012,16012,160

2.52.52.52.5

1.51.51.51.5

1.11.11.11.1 1.11.11.11.1

0000

2,0002,0002,0002,000

4,0004,0004,0004,000

6,0006,0006,0006,000

8,0008,0008,0008,000

10,00010,00010,00010,000

12,00012,00012,00012,000

14,00014,00014,00014,000

2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)
0.00.00.00.0

0.50.50.50.5

1.01.01.01.0

1.51.51.51.5

2.02.02.02.0

2.52.52.52.5

3.03.03.03.0

正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料 増収率増収率増収率増収率

通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料◆◆◆◆◆◆◆◆
((((((((自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く))))))))

通期増収率通期増収率通期増収率通期増収率はははは 1.1％％％％。。。。5期連続期連続期連続期連続の増収を見込む。の増収を見込む。の増収を見込む。の増収を見込む。

（億円）（億円）（億円）（億円） （（（（%））））

12121212

正味保険料については、自賠責保険の政府再保険廃止による要素を

控除した値で、１．１％の伸びと予想しております。
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通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率◆◆◆◆◆◆◆◆
((((((((自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く))))))))

3,0343,0343,0343,034

6,3286,3286,3286,328

7,3777,3777,3777,377

3,1063,1063,1063,106

55.255.255.255.2

57.257.257.257.2
65.265.265.265.2

54.754.754.754.7

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

5,0005,0005,0005,000

6,0006,0006,0006,000

7,0007,0007,0007,000

8,0008,0008,0008,000

2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)

50505050

55555555

60606060

65656565

70707070

正味保険金正味保険金正味保険金正味保険金 正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率

 通期通期通期通期正味損害率は自然損害による支払保険金増正味損害率は自然損害による支払保険金増正味損害率は自然損害による支払保険金増正味損害率は自然損害による支払保険金増
を主因にを主因にを主因にを主因に 8.0ポイント上昇。ポイント上昇。ポイント上昇。ポイント上昇。

（億円）（億円）（億円）（億円） （（（（%））））

13131313

当期の自然災害による発生保険金は１，０００億円と見込み、このうち

９２０億円を支払保険金と見込んでおります。

この自然災害による保険金支払いを含めて、正味損害率は、６５．２％と

前期の５７．２％から８．０ポイントの上昇を予想しております。
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2,9992,9992,9992,999

6,2676,2676,2676,267 6,4576,4576,4576,457

3,0093,0093,0093,009

53.653.653.653.6

56.756.756.756.7 57.657.657.657.6

54.154.154.154.1
0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

5,0005,0005,0005,000

6,0006,0006,0006,000

7,0007,0007,0007,000

8,0008,0008,0008,000

2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)
50505050

55555555

60606060

65656565

70707070

正味保険金正味保険金正味保険金正味保険金 正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率

通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆正味正味正味正味正味正味正味正味損害率損害率損害率損害率損害率損害率損害率損害率((((((((除く自然災害除く自然災害除く自然災害除く自然災害除く自然災害除く自然災害除く自然災害除く自然災害))))))))◆◆◆◆◆◆◆◆
((((((((自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く))))))))

自然災害影響を除くベースでは、自然災害影響を除くベースでは、自然災害影響を除くベースでは、自然災害影響を除くベースでは、0.9ポイントのポイントのポイントのポイントの
上昇にとどまる。上昇にとどまる。上昇にとどまる。上昇にとどまる。

（億円）（億円）（億円）（億円） （（（（%））））

14141414

自然災害による保険金支払いを除いたベースでは、５７．６％となり、

前期比０．９ポイントの増と見込んでいます。
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通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率◆◆◆◆◆◆◆◆
((((((((自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く))))))))

1,3521,3521,3521,352

2,6582,6582,6582,6582,7152,7152,7152,715

1,3031,3031,3031,303

34.534.534.534.5

33.933.933.933.9

34.634.634.634.6

33.533.533.533.5

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)

32.032.032.032.0

32.532.532.532.5

33.033.033.033.0

33.533.533.533.5

34.034.034.034.0

34.534.534.534.5

35.035.035.035.0

35.535.535.535.5

36.036.036.036.0

社費合計（含む損害調査費）社費合計（含む損害調査費）社費合計（含む損害調査費）社費合計（含む損害調査費） 正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率

通期事業費率通期事業費率通期事業費率通期事業費率はははは ▲▲▲▲0.7ポイント改善しポイント改善しポイント改善しポイント改善し 33％台へ％台へ％台へ％台へ。。。。

（億円）（億円）（億円）（億円） （（（（%））））

15151515

正味事業費率については、３３．９％と前期比▲０．７ポイントの改善を

見込んでいます。

内訳としては、正味手数料率が１７．７％と前期比▲０．１ポイント、

保険引受社費率が１６．２％と前期比▲０．６ポイントの改善を見込んでいます。

損害調査費を含めた社費合計では、前期比▲５７億円の削減を計画しています。



200４年度第2回インフォメーション・ミーティング
（2004年12月2日）

16

通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆コンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオ◆◆◆◆◆◆◆◆
((((((((自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く))))))))

114114114114

657657657657

984984984984

693693693693

89.289.289.289.2

99.199.199.199.1

91 .891 .891 .891 .8

88.788.788.788.7

0000

200200200200
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85.085.085.085.0

90.090.090.090.0

95.095.095.095.0

100.0100.0100.0100.0

保険引受収支残高保険引受収支残高保険引受収支残高保険引受収支残高 コンバインド・レシオコンバインド・レシオコンバインド・レシオコンバインド・レシオ

コンバインドレシオはコンバインドレシオはコンバインドレシオはコンバインドレシオは損害率の上昇により損害率の上昇により損害率の上昇により損害率の上昇により
  前期比前期比前期比前期比 7.3ポイント上昇を見込む。ポイント上昇を見込む。ポイント上昇を見込む。ポイント上昇を見込む。

（億円）（億円）（億円）（億円） （（（（%））））

16161616

コンバインドレシオについては、

社費削減等による事業費率の改善（▲０．７ポイント）があるものの、

自然災害を含む損害率の上昇（＋８．０ポイント）により、９９．１％と、

前期比７．３ポイントの上昇を見込んでいます。

これにより、保険引受収支残高は１１４億円と、前期比▲８７０億円の減少

を見込んでいます。
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2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末（予想）2004期末（予想）2004期末（予想）2004期末（予想）

通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益◆◆◆◆◆◆◆◆

自然災害による発生保険金の影響を異常危険準備金自然災害による発生保険金の影響を異常危険準備金自然災害による発生保険金の影響を異常危険準備金自然災害による発生保険金の影響を異常危険準備金
の取崩でカバーし、前期比の取崩でカバーし、前期比の取崩でカバーし、前期比の取崩でカバーし、前期比 368億減の億減の億減の億減の 85億円億円億円億円と見込む。と見込む。と見込む。と見込む。

（億円）（億円）（億円）（億円）

17171717

通期の保険引受利益は自然災害による保険金増を主因とし、８５億円となり、

前期比▲３６８億円の減少と見込んでいます。

自然災害の影響については、通期１，０００億円を織り込んでいますが、

期末にはこれに対応する異常危険準備金の取り崩しを約６３０億円と見込ん

でいます。

よって、ネットの利益影響額は▲37０億円程度と予想しています。

なお、期末の異常危険準備金残高は４,０００億円弱と予想しており、

引き続き十分な水準を維持できるものと見込んでおります。　
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2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末2004期末2004期末2004期末

ネット一般利配収入ネット一般利配収入ネット一般利配収入ネット一般利配収入 積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替

549549549549

1,1,1,1,143143143143 1,1,1,1,050050050050

527527527527

通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆利息配当金収入利息配当金収入利息配当金収入利息配当金収入利息配当金収入利息配当金収入利息配当金収入利息配当金収入◆◆◆◆◆◆◆◆

グロス利配グロス利配グロス利配グロス利配収入収入収入収入

金利低下等によりグロス利配収入金利低下等によりグロス利配収入金利低下等によりグロス利配収入金利低下等によりグロス利配収入はははは ▲▲▲▲94億円億円億円億円減少、減少、減少、減少、
ネット一般利配収入ネット一般利配収入ネット一般利配収入ネット一般利配収入はははは ▲▲▲▲73億円減少と見込む。億円減少と見込む。億円減少と見込む。億円減少と見込む。

（億円）（億円）（億円）（億円）

18181818

（予想）（予想）（予想）（予想）

資産運用面では、通期でのグロス利配収入は１，０５０億円と

前期比▲９４億円の減少を見込んでいます。

　

一方、積立保険料等運用益振替は、５７８億円と前期比▲２０億円

の負担軽減が見込まれますが、ネット一般利配は４７２億円と前期の

５４５億円から▲７３億円の減少を見込んでいます。
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通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆有価証券売却損益・評価損有価証券売却損益・評価損有価証券売却損益・評価損有価証券売却損益・評価損有価証券売却損益・評価損有価証券売却損益・評価損有価証券売却損益・評価損有価証券売却損益・評価損◆◆◆◆◆◆◆◆
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2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)2004期末(予想)

売却損益売却損益売却損益売却損益 評価損評価損評価損評価損

 有価証券売却有価証券売却有価証券売却有価証券売却損益は損益は損益は損益は 267億円、億円、億円、億円、
 評価損は評価損は評価損は評価損は中間並の中間並の中間並の中間並の ▲▲▲▲63億円を見込む。億円を見込む。億円を見込む。億円を見込む。

（億円）（億円）（億円）（億円）

19191919

有価証券売却損益については、２６７億（前期比▲４７９億）と見込んでいます。

前期比減の主因は２００３年度の上期に、ＥＴＦ関連の売却益６６０億円が

あったことによるものです。

有価証券評価損は上期では▲６１億円を計上していますが、年間でも

中間期とほぼ同水準の▲６３億円を織り込んでいます。
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通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益経常利益・当期利益◆◆◆◆◆◆◆◆

経常経常経常経常利益利益利益利益 700億円、当期利益億円、当期利益億円、当期利益億円、当期利益 500億円と予想。億円と予想。億円と予想。億円と予想。

1,2941,2941,2941,294
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2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末2004期末2004期末2004期末

経常利益経常利益経常利益経常利益 当期利益当期利益当期利益当期利益

（億円）（億円）（億円）（億円）

20202020

以上の結果、経常利益は７００億円を予想しております。

また、代行返上益、不動産減損を織込み、当期利益は５００億円を予想して

おります。
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正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料 増収額増収額増収額増収額 増収率増収率増収率増収率

単　体単　体単　体単　体 6,1196,1196,1196,119 65656565 1.11.11.11.1

子会社子会社子会社子会社 546546546546 26262626 4.94.94.94.9

連　結連　結連　結連　結 6,6646,6646,6646,664 90909090 1.41.41.41.4

正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料 増収額増収額増収額増収額 増収率増収率増収率増収率

米　州米　州米　州米　州 163163163163 ▲10▲10▲10▲10 ▲5.6▲5.6▲5.6▲5.6

欧　州欧　州欧　州欧　州 275275275275 14141414 5.25.25.25.2

アジアアジアアジアアジア 62626262 2222 2.62.62.62.6

再保険再保険再保険再保険 46464646 20202020 75.875.875.875.8

（億円：％）（億円：％）（億円：％）（億円：％）

連連連連連連連連        結結結結結結結結        正正正正正正正正        味味味味味味味味        保保保保保保保保        険険険険険険険険        料料料料料料料料

中間期中間期中間期中間期の連結正味増収率はの連結正味増収率はの連結正味増収率はの連結正味増収率は 1.4％。％。％。％。
海外子会社は、再保険子会社を中心に増収率海外子会社は、再保険子会社を中心に増収率海外子会社は、再保険子会社を中心に増収率海外子会社は、再保険子会社を中心に増収率 4.9％｡％｡％｡％｡

21212121

（億円：％）（億円：％）（億円：％）（億円：％）

<<<<<<<<もどリッチファンドを除くもどリッチファンドを除くもどリッチファンドを除くもどリッチファンドを除くもどリッチファンドを除くもどリッチファンドを除くもどリッチファンドを除くもどリッチファンドを除く>>>>>>>>

正味保険料正味保険料正味保険料正味保険料 増収額増収額増収額増収額 増収率増収率増収率増収率

連　結連　結連　結連　結 7,1277,1277,1277,127 92929292 1.31.31.31.3

（億円（億円（億円（億円,％）％）％）％）

<<<<<<<<もどリッチファンドもどリッチファンドもどリッチファンドもどリッチファンドもどリッチファンドもどリッチファンドもどリッチファンドもどリッチファンド,,,,,,,,自賠責政府再保険廃止の影響を除く自賠責政府再保険廃止の影響を除く自賠責政府再保険廃止の影響を除く自賠責政府再保険廃止の影響を除く自賠責政府再保険廃止の影響を除く自賠責政府再保険廃止の影響を除く自賠責政府再保険廃止の影響を除く自賠責政府再保険廃止の影響を除く>>>>>>>>

次に、連結ベースの中間業績、並びに業績見通しですが、

まず、中間期の連結ベース正味増収率は、１.４％となっております。

このうち、連結子会社については４.９％の増収と引き続き、業容は拡大していま
す。

地域別にみると、米州では　主に為替要因により減収となりましたが、　

ヨーロッパではロイズビジネスを中心とした業容拡大が続いており、

再保険子会社を通じてのビジネスも本格的な軌道に乗りつつあります。

また、アジアでは引き続き堅調な増収を確保していますが、今後さらに、

AVIVA社から取得した営業基盤を活用して、アジアにおける当社の優位性

を盤石なものとしていきたいと考えています。
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8,0008,0008,0008,000

10,00010,00010,00010,000

12,00012,00012,00012,000

14,00014,00014,00014,000

子会社保険料子会社保険料子会社保険料子会社保険料 連結正味保険料連結正味保険料連結正味保険料連結正味保険料

通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想通期業績予想        ◆◆◆◆◆◆◆◆連結正味連結正味連結正味連結正味連結正味連結正味連結正味連結正味保険料保険料保険料保険料保険料保険料保険料保険料◆◆◆◆◆◆◆◆
((((((((自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く自賠責政府再保険廃止の影響除く))))))))

本体、子会社とも増収本体、子会社とも増収本体、子会社とも増収本体、子会社とも増収をををを見込み、連結正味保険料見込み、連結正味保険料見込み、連結正味保険料見込み、連結正味保険料
１兆１兆１兆１兆 3,120億円、増収率億円、増収率億円、増収率億円、増収率 1.5％と予想。％と予想。％と予想。％と予想。

（億円）（億円）（億円）（億円） （億円）（億円）（億円）（億円）

22222222

通期の連結正味保険料については、１兆３，１２０億円と増収率１．５％と

予想しています。

本体では１兆２，１６０億円、１．１％の増収、子会社では９６０億円、７．３％増収
と予想しています。
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三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命三井住友海上きらめき生命

23232323

新契約高は過去最高。前中間期対比新契約高は過去最高。前中間期対比新契約高は過去最高。前中間期対比新契約高は過去最高。前中間期対比 ＋＋＋＋39.7%の高い伸び。の高い伸び。の高い伸び。の高い伸び。
保有契約高は２桁増を継続。業容は順調に拡大。保有契約高は２桁増を継続。業容は順調に拡大。保有契約高は２桁増を継続。業容は順調に拡大。保有契約高は２桁増を継続。業容は順調に拡大。

新新新新    契契契契    約約約約    高高高高

２００４２００４２００４２００４中間中間中間中間 前中間期対比前中間期対比前中間期対比前中間期対比

9,000億円億円億円億円 +39.7％％％％

        実質中間純利益実質中間純利益実質中間純利益実質中間純利益 ※ 10.8億円億円億円億円

保保保保    有有有有    契契契契    約約約約    高高高高 6兆兆兆兆3,593億円億円億円億円 +18.1％％％％
（以上は個人保険・個人年金の数値）

中中中中    間間間間    純純純純    利利利利    益益益益 0. 5億円億円億円億円 前期前期前期前期   0.2億円億円億円億円

前期前期前期前期 11.0億円億円億円億円

※標準責任準備金達成のための積立を除いた場合の中間純利益
（単位未満切り捨て）

保　険　料保　険　料保　険　料保　険　料 840億円億円億円億円 +6.1％％％％

　続いて、三井住友海上きらめき生命の中間業績についてご説明します。
　

　新契約高は、収入保障・終身・逓増定期の増加が寄与して前中間期対比

　３９．７％と高い伸びを記録し、過去最高となりました。

　これに伴い、保有契約高も二桁増を継続することができました。

　収入保険料は一時払や前納払契約が沈静化したため６．１％の伸びに

　とどまりましたが、収益の安定のため戦略上重視している回払契約の

　保険料は、１８．３％増と二桁の増加を継続しています。

　中間純利益は、標準責任準備金の積立１６億円を行っているため、

　５千万円となりました。
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三井住友海上三井住友海上三井住友海上三井住友海上三井住友海上三井住友海上三井住友海上三井住友海上シティ生命シティ生命シティ生命シティ生命シティ生命シティ生命シティ生命シティ生命

保有契約高保有契約高保有契約高保有契約高 6,898億円は前期末の億円は前期末の億円は前期末の億円は前期末の 1.4倍、倍、倍、倍、
保険料収入保険料収入保険料収入保険料収入 2,197億円は前中間期比億円は前中間期比億円は前中間期比億円は前中間期比 +703億円と順調に拡大。億円と順調に拡大。億円と順調に拡大。億円と順調に拡大。

２００４中間２００４中間２００４中間２００４中間

１１１１,９４２億円９４２億円９４２億円９４２億円

当当当当    期期期期    純純純純    利利利利    益益益益 ▲３１億円▲３１億円▲３１億円▲３１億円

６６６６,８９８億円８９８億円８９８億円８９８億円

（以上、個人年金保険）

保　険　料　保　険　料　保　険　料　保　険　料　 ２２２２,１９７億円１９７億円１９７億円１９７億円

前中間期対比前中間期対比前中間期対比前中間期対比

+ + + + ５６０億円５６０億円５６０億円５６０億円

前期末の前期末の前期末の前期末の1.4倍倍倍倍

+ + + + ７０３億円７０３億円７０３億円７０３億円

▲▲▲▲２５２５２５２５億円億円億円億円

新新新新    契契契契    約約約約    高高高高

保保保保    有有有有    契契契契    約約約約    高高高高

次に、三井住友海上シティ生命の中間決算ですが、新契約高は

前中間期対比＋５６０億円、保有契約高でも、期首の１．４倍と引き続き好調

な売れ行きを示しております。

一方、当期純利益は３１億円の赤字となっていますが、これは収支上販売

手数料負担が先行して出るため、当初は赤字となる構造にあるためです。
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連連連連連連連連        結結結結結結結結        利利利利利利利利        益益益益益益益益

447447447447

145145145145

765765765765

295295295295 328328328328

778778778778

283283283283

520520520520

1,3261,3261,3261,326

1,7491,7491,7491,749

496496496496

808808808808

1.041.041.041.04

1.051.051.051.05

1.071.071.071.07

1.021.021.021.02

1.011.011.011.01

0.990.990.990.99

0000

200200200200

400400400400

600600600600

800800800800

1,0001,0001,0001,000

1,2001,2001,2001,200

1,4001,4001,4001,400

1,6001,6001,6001,600

1,8001,8001,8001,800

2,0002,0002,0002,000

2002中間2002中間2002中間2002中間 2002期末2002期末2002期末2002期末 2003中間2003中間2003中間2003中間 2003期末2003期末2003期末2003期末 2004中間2004中間2004中間2004中間 2004期末予想2004期末予想2004期末予想2004期末予想

0.940.940.940.94

0.960.960.960.96

0.980.980.980.98

1.001.001.001.00

1.021.021.021.02

1.041.041.041.04

1.061.061.061.06

1.081.081.081.08

連結経常利益連結経常利益連結経常利益連結経常利益 連結当期純利益連結当期純利益連結当期純利益連結当期純利益 連単倍率連単倍率連単倍率連単倍率

通期は連結経常通期は連結経常通期は連結経常通期は連結経常利益利益利益利益 765億円、連結億円、連結億円、連結億円、連結当期当期当期当期利益利益利益利益 520億円を億円を億円を億円を
見込む｡見込む｡見込む｡見込む｡ 連単連単連単連単倍率倍率倍率倍率はははは 1.04倍の見込み倍の見込み倍の見込み倍の見込み｡｡｡｡

25252525

（億円）（億円）（億円）（億円） 倍倍倍倍

最後に連結利益についてですが、

中間期では連結経常利益が１４５億円となり、単体経常利益を３９億円上回り

ました。同様に、連結中間純利益は２８３億円となり、単体利益を１４億円

上回っています。

子会社の業績拡大は、海外損保子会社を中心に、連結利益にも大きく貢献

しています。

通期については、連結経常利益７６５億円、連結当期純利益５２０億円を見込

んでおり、経常利益は単体を６５億円、当期純利益は単体を２０億円、

それぞれ上回るものと考えております。

　

以上、中間決算と通期決算見込についてご説明いたしました。

以上


